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   　　                    4月号         
                        　　　　　       

                                                               2026.4.21  
【学校教育目標】 ふるさとを愛し、心豊かでたくましく生きる中学生を育てる 
【めざす生徒像】 学び合い、高め合い、ともにのびる生徒                       

あいさつで心と心をつなぎ、互いの良さを認めあえる生徒 
心身ともに健康で、粘り強い生徒     
自分の思いを正しく表現できる生徒 

  

 ４月８日（水）    ４月９日（木） 
 　 １４名の新入生の皆さん
 入学おめでとうございます。
 皆さんの入学を生徒・教職
　 　 員全員で心待ちにしていました。中学生としての

　 今春の 定期 異動 自覚をもち、自分で考え行動をし、勉強や部活動
により、6名 の 教 職 に積極的に取り組んでいきましょう。  
員が転入してまいり
ま し た 。 全 校 生 徒 ３
９名、教職員２０名の
計５９名でのスタート
となりました。１年間
よろし くお願 い い た
します。　  

　 本年 度の 牟岐中
学 校 の 教 職 員 を 紹
介いたします。 
　  

校　 長       久保　 善信 （くぼ　 よしのぶ） ①「身近な目標の達成と将来の夢に向かって」
教　 頭       笹田　 晋介 （ささだ しんすけ) 　 具体的な目標をもって頑張り、日々の振り返り
教務主任     田中　 香苗 （たなか　 かなえ） をしながら取り組んでみてください。 
 ②「みんなが楽しく学校生活が送れるように」　
１年主任       井馬　 学　  （いんま まなぶ） 　 それぞれの意見を尊重できる人であって欲しいで
１年担任      平山 安香音（ひらやま あかね) す。みんなが協力して動ける集団になれるように、一
特支担任     鉄谷　 雅史（てつたにまさふみ) 人一人が考えていってください。 
 ③「感謝の心を忘れずに」　 　 　 　  
２年主任 松岡　 恵美 （まつおか えみ) 　 みなさんの成長や目標達成のためには、多くの人
２年担任 多田　 幸司 （ただ　 こうじ） の支えが必要となってきます。その人達に常に感謝
２年副担 濱川　  昇  （はまかわ のぼる） の気持ちをもち接していくことで、人としての成長を
  期待しています。　　 
３年主任・担任 友久　 梨佳 （ともひさ　 りか）  
特支担任 谷岡佑之丞（たにおか ゆうのすけ）  
３年副担     米田　  翔  （よねだ かける） 　 
        
養護 山村　 昌代 （やまむら まさよ） 　 
事務室長 片岡　 有里 （かたおか ゆり）  

   
非 常 勤 講 師  江本　 知恵 （えもと ともえ） ４月10日（金）中学校対面式・オリエンテーション 
非 常 勤 講 師  笹山　 敏樹 （ささやま としき）  
学校用務員 宮内　 達郎 （みやうちたつろう）  

  
ＡＬＴ   ジュリア・ウィルソン 　  
SC　 　 　 　  大西 尚子 先生 　 新入生は中学校生活が初
SSC         神元 智恵 先生 めてで、わからないことがたく
                      ※太字は転入教職員 さんあります。２・３年生の皆さ
   んがお手本となり、新入生を
　 子どもたちのために、一生懸命頑張りたいと思 良き方向へと導いてあげてく
いますので、どうぞよろしくお願いいたします。  ださい。 
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　　　　　　　　　　 ～子どもの可能性を伸ばす十か条～ 

 　　　　　　　　　　
　　　　　私はこれまでの自分自身の子育ての経験とアスリートの経験をもとに、 
      子どもを育てる上で大切にしたいことを『子どもの可能性を伸ばす十か条』 

　 　 　 として整理してみました。この十か条の考え方が、私の子育てを楽しく楽に 

      してくれましたが、子育てが終わった今でも大事にしていることであり、私を 

      成長させ楽しくしてくれる十か条になっています。 
　　　　　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　　   その一番のベースは、子どもは社会からの預かりものであり、社会に役立つ一人 

     の人間として成長するまで親が子どもに寄り添いながら、一緒に育つこと 

　  　 がミッションだと思っています。 
  　  　 特に大事にしていることは、《感謝すること》と《楽しむこと》です。何かあれば 

   　 そこに戻ればよいと考えていますので、あまり迷うことはありませんでした。 
    《感謝すること》については、ただ心の中で思っているのではなく、相手に伝える 

   　 ことも大切にしています。 
    《楽しむこと》について大事にしていることは、楽しいことだけをやるのではなく、 
   　 「やることを楽しむ」ことをとても大切にしています。例え、辛いことや嫌なことが 

   　 あっても、どうしたらそれを楽しむことができるかを考えることを大事にしています。 
　 　   例えば、たくさんの家事の中で、私は料理を作ることも最後の片付けも楽しむこ　
　 　  とができています。しかし、どうも外の庭掃除があまり好きではないのですが、 
　 　  これを楽しむために音楽をかけたり、落ち葉を集めて最後に焼き芋を作ることを 

     想像したりし、鼻歌を歌いながらやっていました。すると、愛（長女・元プロテニス 

     プレイヤー）や妹の舞が「私たちもやる！」と言って手伝いに来てやってくれていま 

     した。現実にはそんなに楽しくなかったと思うのですが、子どもたちは結構楽しん 

     でいる！ということが常にありました。 
      
       今では、家族全員に身についている特技になっています。こうした日常体験の 

     中で起こる様々な経験・体験を通して十か条を子育てのツールとしてひとつでも 

     活用しながら、ありのままの自分でいられることが自分を楽にし、楽しい子育ての 

     極意に繋がり、更にこの優しさと余裕が、子どもたちの可能性に気づき、引き出し、 
     　 伸ばしていくことに繋がるのではないかと思います。 
              
             一般財団法人次世代SMILE協会代表理事   杉山美沙子 

            「１日１話、読めば心が熱くなる３６５人の仕事の教科書」より引用 
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